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号

令

和

六

年

九

月

二

十

七

日

(

金
曜
日)

目

次

規

則

○
岐
阜
県
看
護
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則

(

医
療
福
祉
連
携
推
進
課)

三
八
三
ペ
ー
ジ

告

示

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
変
更
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

区
域
の
指
定

(

環
境
管
理
課)

四
〇
九

○
医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
担
当
機
関
の
指
定
(

地
域
福
祉
課)

四
〇
九

○
医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等

の
指
定

(
同

)

四
〇
九

○
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出

(
同

)

四
一
〇

○
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等
の
所
在
地
等
の
変
更
の
届
出

(

同

)

四
一
〇

○
指
定
介
護
機
関
の
名
称
等
の
変
更
の
届
出

(

同

)

四
一
一

○
医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
担
当
機
関
の
指
定

(

同

)

四
一
一

○
指
定
施
術
機
関
の
所
在
地
等
の
変
更
の
届
出

(

同

)
四
一
二

○
道
路
の
区
域
変
更

(

道
路
維
持
課)
四
一
二

正

誤

○
岐
阜
県
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
中
訂
正

(

人

事

課)

四
一
二

規

則

岐
阜
県
看
護
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
六
十
一
号

岐
阜
県
看
護
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則

(

総
則)

第
一
条

県
は
、
県
内
の
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
確
保
を
図
る
た
め
、
県
内
の
看
護
師
養
成
所(

保

健
師
助
産
師
看
護
師
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
一

条
第
三
号
に
規
定
す
る
知
事
の
指
定
し
た
看
護
師
養
成
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

又
は
准
看
護
師

養
成
所(

法
第
二
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
知
事
の
指
定
し
た
准
看
護
師
養
成
所
を
い
う
。
以
下

同
じ
。)

に
在
学
す
る
者
に
対
し
、
修
学
資
金
を
貸
し
付
け
る
も
の
と
し
、
そ
の
貸
付
け
に
関
し
て

は
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(

貸
付
け
の
対
象
者)

第
二
条

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

県
内
の
看
護
師
養
成
所
又
は
准
看
護
師
養
成
所
の
第
二
学
年
以
上
の
学
年
に
在
学
し
て
い
る
こ

と
。

二

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
月
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
の
学
業
成
績
が
優
秀
で

あ
る
こ
と
。

三

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
意
思
を
有
す
る
こ
と
。

イ

看
護
師
養
成
所
に
在
学
す
る
者

将
来
県
内
に
お
い
て
保
健
師
、
助
産
師
又
は
看
護
師
の
業
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務
に
従
事
す
る
意
思

ロ

准
看
護
師
養
成
所
に
在
学
す
る
者

将
来
県
内
に
お
い
て
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
又
は

准
看
護
師
の
業
務
に
従
事
す
る
意
思

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
学
に
関
し
、
他
の
同
種
の
資
金
の
貸
付
け
又
は
支
給
を
受
け
、

又
は
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
者
の
数
は
、
毎
年
度
予
算
の
範
囲
内
で
知
事
が
決
定
す
る
。

(

修
学
資
金
の
貸
付
額
及
び
貸
付
期
間)

第
三
条

修
学
資
金
の
貸
付
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
。

一

看
護
師
養
成
所
に
在
学
す
る
者
に
対
し
て
貸
し
付
け
る
修
学
資
金(

以
下｢

看
護
師
修
学
資
金｣

と
い
う
。)

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額

イ

看
護
師
養
成
所
の
設
置
者
が
国(

国
立
大
学
法
人
法(

平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号)

第

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

又
は
地
方
公
共
団
体(

地

方
独
立
行
政
法
人
法(

平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号)

第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公

立
大
学
法
人
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

で
あ
る
場
合

月
額
三
万
二
千
円

ロ

看
護
師
養
成
所
の
設
置
者
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
で
あ
る
場
合

月
額
三
万
六

千
円

二

准
看
護
師
養
成
所
に
在
学
す
る
者
に
対
し
て
貸
し
付
け
る
修
学
資
金(
以
下｢

准
看
護
師
修
学

資
金｣

と
い
う
。)

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る

額イ

准
看
護
師
養
成
所
の
設
置
者
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合

月
額
一
万
五
千
円

ロ

准
看
護
師
養
成
所
の
設
置
者
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
で
あ
る
場
合

月
額
二
万

千
円

２

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
る
期
間
は
、
在
学
す
る
看
護
師
養
成
所
又
は
准
看
護
師
養
成
所
の
課
程
の

正
規
の
修
業
年
数
か
ら
一
年
を
控
除
し
た
年
数
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(

修
学
資
金
の
利
息)

第
四
条

修
学
資
金
は
、
無
利
息
と
す
る
。

(

貸
付
け
の
申
請)

第
五
条

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
修
学
資
金
貸
付
申
請
書(

別
記
第
一
号
様

式)

に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

在
学
証
明
書

二

看
護
師
養
成
所
又
は
准
看
護
師
養
成
所
の
長
の
推
薦
書(

別
記
第
二
号
様
式)

三

戸
籍
抄
本

四

連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

五

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
面

(

貸
付
け
の
決
定)

第
六
条

知
事
は
、
修
学
資
金
貸
付
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
し
、
そ
の
結
果

を
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
修
学
資
金
貸
付
決
定
通
知
書(

別
記
第
三
号
様
式)

又
は
修
学
資

金
貸
付
不
承
認
決
定
通
知
書(

別
記
第
四
号
様
式)

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３

修
学
資
金
貸
付
決
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
者(

以
下｢

修
学
生｣

と
い
う
。)

は
、
こ
れ
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
以
内
に
誓
約
書(

別
記
第
五
号
様
式)

及
び
口
座
振
替
申
出

書(

別
記
第
六
号
様
式)

を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

連
帯
保
証
人)

第
七
条

修
学
生
は
、
連
帯
保
証
人(

以
下｢

保
証
人｣

と
い
う
。)

二
人
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
知
事
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
一
人
の
保
証
人
を
立
て
れ
ば
足
り

る
。

２

修
学
生
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
保
証
人
の
う
ち
一
人
は
、
そ
の
者
の
法
定
代
理
人
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
証
人
と
し
て
適
当
で
あ
る
法
定
代
理
人
が
い
な
い
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

(

修
学
資
金
の
交
付)

第
八
条

修
学
資
金
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
月
に
交
付
す
る
。

た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
月
の
分

十
月

二

十
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
月
の
分

同
年
一
月

(

借
用
証
書)

第
九
条

修
学
生
は
、
修
学
資
金
の
交
付
を
受
け
た
後
、
直
ち
に
修
学
資
金
借
用
証
書(

別
記
第
七
号

様
式)
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

届
出)

第
十
条

修
学
生
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
届
出
書(

別
記
第
八
号
様
式)

に
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、
速
や
か
に
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
、
住
所
又
は
看
護
師
養
成
所
若
し
く
は
准
看
護
師
養
成
所
を
変
更
し
た
と
き
。
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二

退
学
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

疾
病
、
負
傷
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
修
学
を
継
続
す
る
見
込
み
が
な
く
な
っ
た
と
き
。

四

休
学
し
、
又
は
退
学
若
し
く
は
停
学
の
処
分
を
受
け
た
と
き
。

五

復
学
し
た
と
き
。

六

保
証
人
の
氏
名
、
住
所
若
し
く
は
職
業
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
保
証
人
が
死
亡
し
、
破
産

手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
、
そ
の
他
保
証
人
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
と
き
。

七

修
学
に
関
し
、
他
の
同
種
の
資
金
の
貸
付
け
又
は
支
給
を
受
け
た
と
き
。

八

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
を
辞
退
す
る
と
き
。

２

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
終
わ
っ
た
者(

以
下｢

借
受
人｣

と
い
う
。)

は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
届
出
書
に
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、
速
や
か
に
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
修
学
資
金
の
返
還
債
務
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

一

氏
名
又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
。

二

前
項
第
六
号
に
該
当
す
る
と
き
。

三

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
て
修
学
し
た
看
護
師
養
成
所
又
は
准
看
護
師
養
成
所(

以
下｢

修

学
資
金
利
用
養
成
所｣

と
い
う
。)

を
卒
業
し
た
と
き
及
び
修
学
資
金
利
用
養
成
所
を
卒
業
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
十
二
月
以
内
に
修
学
資
金
利
用
免
許(

看
護
師
修
学
資
金

の
貸
付
け
を
受
け
た
借
受
人
に
あ
っ
て
は
看
護
師
の
免
許
を
、
准
看
護
師
修
学
資
金
の
貸
付
け
を

受
け
た
借
受
人
に
あ
っ
て
は
准
看
護
師
の
免
許
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
を
取
得
し
た
と
き
。

四

県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務(

看
護
師
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
借
受
人
に
あ
っ
て

は
保
健
師
、
助
産
師
又
は
看
護
師
の
業
務
を
、
准
看
護
師
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
借
受
人

に
あ
っ
て
は
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
の
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
に
従

事
し
始
め
た
と
き
及
び
従
事
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

五

県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
従
事
す
る
場
所
を
変
更

し
た
と
き
。

３

借
受
人
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と
き
は
、
同

日
に
お
け
る
従
事
の
状
況
を
同
月
三
十
日
ま
で
に
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

修
学
資
金
の
返
還
債
務
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
従
事
状
況
報
告
書(

別
記
第
九
号
様
式)

に
従
事
証
明
書(

別
記

第
十
号
様
式)

又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
書
面
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

５

保
証
人
は
、
修
学
生
又
は
借
受
人
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、

直
ち
に
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

貸
付
け
の
決
定
の
取
消
し
等)

第
十
一
条

知
事
は
、
修
学
生
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
修
学
資
金
の
貸
付
け

の
決
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

一

退
学
し
た
と
き
。

二

疾
病
、
負
傷
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
修
学
を
継
続
す
る
見
込
み
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
と
き
。

三

学
業
成
績
又
は
素
行
が
著
し
く
不
良
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

四

前
条
第
一
項
第
七
号
に
該
当
す
る
と
き
。

五

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
を
辞
退
し
た
と
き
。

六

死
亡
し
た
と
き
。

七

そ
の
他
修
学
資
金
の
貸
付
け
の
目
的
を
達
成
す
る
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

２

修
学
生
が
休
学
し
、
又
は
停
学
の
処
分
を
受
け
た
と
き
は
、
休
学
し
た
日
又
は
停
学
の
処
分
を
受

け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
復
学
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
分
の
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
行

わ
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
月
の
分
と
し
て
既
に
交
付
し
た
修
学
資
金

が
あ
る
と
き
は
、
修
学
生
が
復
学
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
月
の
分
と
し
て
貸
し
付
け
ら

れ
た
も
の
と
み
な
す
。

(

修
学
資
金
の
返
還)

第
十
二
条

借
受
人
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
事
由

が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
貸
付
け
を
受
け
た
期
間
に
相
当
す
る
期
間(

前
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
が
貸
し
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の

期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
除
き
、
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
債
務
の
履
行
が
猶
予
さ
れ

た
期
間
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
加
え
た
期
間)

内
に
修
学
資
金
を

一
括
し
て
、
又
は
分
割
し
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
貸
付
け
の
決
定
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。

二

修
学
資
金
利
用
養
成
所
を
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
十
二
月
以
内
に
修

学
資
金
利
用
免
許
を
取
得
し
な
か
っ
た
と
き
。

三

修
学
資
金
利
用
免
許
を
取
得
し
た
後
、
遅
滞
な
く
県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し

な
か
っ
た
と
き
。

四

修
学
資
金
利
用
免
許
を
取
得
し
、
遅
滞
な
く
県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
始
め

た
後
、
死
亡
し
、
又
は
県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
な
く
な
っ
た
と
き(

次
条
各
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号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。)

。

２

借
受
人
は
、
修
学
資
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
か
ら
起

算
し
て
二
十
日
以
内
に
修
学
資
金
返
還
明
細
書(

別
記
第
十
一
号
様
式)

を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

借
受
人
は
、
修
学
資
金
の
返
還
の
方
法
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た

修
学
資
金
返
還
方
法
変
更
承
認
申
請
書(

別
記
第
十
二
号
様
式)

を
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

返
還
債
務
の
当
然
免
除)

第
十
三
条

知
事
は
、
借
受
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
貸
し
付
け
た
修
学
資

金
の
返
還
債
務(

履
行
期
が
到
来
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。)

の
全
部
を
免
除
す
る
。

一

借
受
人
が
修
学
資
金
利
用
免
許
を
取
得
し
た
後
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
除
き
遅
滞
な
く
県
内
に

お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
始
め
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
期
間
を
除
き
引
き
続
き
五
年
間
県

内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

イ

次
に
掲
げ
る
学
校
等(

看
護
師
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
借
受
人
に
あ
っ
て
は
、�
か

ら�
ま
で
及
び�
に
掲
げ
る
学
校
等)

に
在
学
す
る
期
間

�
法
第
十
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校

�
法
第
十
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
保
健
師
養
成
所

�
法
第
二
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校

�
法
第
二
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
助
産
師
養
成
所

�
法
第
二
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
大
学

�
法
第
二
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校

�
法
第
二
十
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
看
護
師
養
成
所

�
学
校
教
育
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号)

第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
大
学
院
の

保
健
師
、
助
産
師
又
は
看
護
師
の
業
務
に
関
す
る
専
門
知
識
の
修
得
を
目
的
と
す
る
修
士
課

程
若
し
く
は
博
士
課
程
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
国
外
の
大
学
院
の
課
程

ロ

疾
病
、
負
傷
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間

二

借
受
人
が
修
学
資
金
利
用
免
許
を
取
得
し
た
後
、
前
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
期
間
を
除
き
遅
滞

な
く
県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
始
め
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
期
間
を
除
き
引
き
続

き
県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
、
五
年
を
経
過
す
る
前
に
、
看
護
職
員
の
業
務
に

よ
り
死
亡
し
、
又
は
看
護
職
員
の
業
務
に
起
因
す
る
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き(

再
び
従
事
す
る
こ
と
が

で
き
る
見
込
み
が
あ
る
場
合
を
除
く
。)

。

(

返
還
債
務
の
裁
量
免
除)

第
十
四
条

知
事
は
、
借
受
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き(

前
条
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。)

は
、
貸
し
付
け
た
修
学
資
金
の
返
還
債
務(

履
行
期
が
到
来
し
て
い

な
い
も
の
に
限
る
。)

の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
期
間(

一
年
に
満
た
な
い
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
期
間
を

一
年
と
す
る
。)

に
相
当
す
る
期
間
以
上
県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

二

死
亡
、
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
修
学
資
金
を
返
還
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
。

２

前
項
第
一
号
に
該
当
し
て
返
還
債
務
を
免
除
す
る
場
合
に
お
け
る
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
返
還

債
務
の
額
は
、
県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
た
期
間
を
五
年
に
相
当
す
る
期
間
で
除

し
て
得
た
数(

こ
の
数
が
一
よ
り
大
き
い
場
合
は
、
一)

に
貸
付
け
を
受
け
た
修
学
資
金
の
額
を
乗

じ
て
得
た
額
か
ら
履
行
期
が
到
来
し
て
い
る
返
還
債
務
の
額
を
控
除
し
た
額(

こ
の
額
が
零
円
に
満

た
な
い
場
合
は
、
零
円)

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(

返
還
免
除
の
申
請)

第
十
五
条

前
二
条
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
返
還
債
務
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
借
受
人
は
、

修
学
資
金
返
還
免
除
申
請
書(

別
記
第
十
三
号
様
式)

に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
え
て
、
知
事
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

在
職
証
明
書(

別
記
第
十
四
号
様
式)

又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
書
面

二

第
十
三
条
各
号
又
は
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

(

返
還
免
除
の
決
定)

第
十
六
条

知
事
は
、
修
学
資
金
返
還
免
除
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
し
、
そ

の
結
果
を
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
修
学
資
金
返
還
免
除
決
定
通
知
書(

別
記
第
十
五
号
様
式)

又
は

修
学
資
金
返
還
免
除
不
承
認
決
定
通
知
書(

別
記
第
十
六
号
様
式)

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(
返
還
の
猶
予)

第
十
七
条

知
事
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
、
修
学
資
金
の

返
還
債
務
の
履
行
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

借
受
人
が
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
貸
付
け
の
決
定
を
取
り
消
さ
れ
た
後
、

引
き
続
き
修
学
資
金
利
用
養
成
所
に
在
学
し
て
い
る
場
合

当
該
引
き
続
き
在
学
し
て
い
る
期
間
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二

借
受
人
が
修
学
資
金
利
用
免
許
を
取
得
し
た
後
、
第
十
三
条
第
一
号
イ�
か
ら�
ま
で
に
掲
げ

る
学
校
等(

看
護
師
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
借
受
人
に
あ
っ
て
は
、
同
号
イ�
か
ら�
ま

で
及
び�
に
掲
げ
る
学
校
等)

に
在
学
し
て
い
る
場
合

当
該
在
学
し
て
い
る
期
間

三

借
受
人
が
県
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
場
合

当
該
従
事
し
て
い
る
期

間
四

疾
病
、
負
傷
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
借
受
人
が
修
学
資
金
を
返
還
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

当
該
理
由
が
な
く
な
る
ま
で
の
期
間

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
返
還
債
務
の
履
行
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
借
受
人
は
、
修

学
資
金
返
還
猶
予
申
請
書(

別
記
第
十
七
号
様
式)

に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
こ
と

を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

返
還
猶
予
の
決
定)

第
十
八
条

知
事
は
、
修
学
資
金
返
還
猶
予
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
し
、
そ

の
結
果
を
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
修
学
資
金
返
還
猶
予
決
定
通
知
書(

別
記
第
十
八
号
様
式)

又
は

修
学
資
金
返
還
猶
予
不
承
認
決
定
通
知
書(

別
記
第
十
九
号
様
式)

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(

延
滞
利
息)

第
十
九
条

借
受
人
は
、
修
学
資
金
を
返
還
す
べ
き
日
ま
で
に
返
還
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
返
還

す
べ
き
日
の
翌
日
か
ら
返
還
の
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
返
還
す
べ
き
額
に
つ
き
年
十
四
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
計
算
し
た
延
滞
利
息(

そ
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
。)

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

雑
則)

第
二
十
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
修
学
資
金
の
貸
付
け
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に

定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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岐
阜
県
告
示
第
三
百
七
十
八
号

土
壌
汚
染
対
策
法(

平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号)

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有

害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域(
以
下｢

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域｣

と
い
う
。)

を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

各
務
原
市
川
崎
町
一
番
一
の
一
部

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則(

平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号)

第
四
十
七
条
の
土
壌
溶
出

量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物

岐
阜
県
告
示
第
三
百
七
十
九
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活

保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機

関
と
し
て
次
の
も
の
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

名

称

所

在

地

指

定

年

月

日

ユ
ニ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
ア
ル

エ
ン
ト
薬
局

大
垣
市
大
井
二
丁
目
四
四
番
二

令
和

六
・

七
・

一

イ
マ
オ
調
剤
薬
局

海
津
市
平
田
町
今
尾
七
九
九
―
六

同

平

田

調

剤

薬

局

海
津
市
平
田
町
幡
長
五
六
六

同

サ
ン
調
剤
薬
局

脛
永
店

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
脛
永
二
五
七
五
―
二

同

粕

川

調

剤

薬

局

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
黒
田
四
四
二

同

か
な
も
り
内
科
・
消
化
器

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
垣
市
墨
俣
町
墨
俣
五
四
四
番
地
一

令
和

六
・

八
・

一

り

ん

ど

う

薬

局

羽
島
郡
岐
南
町
伏
屋
四
丁
目
六
四
番
地

一

同

岐
阜
県
告
示
第
三
百
八
十
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活

保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機

関
と
し
て
次
の
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留

邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の

支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十

五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

訪
問
看
護
事
業
者

等
の
名
称

訪
問
看
護
事
業
者
等

の
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
等
の
名
称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
等
の
所
在
地

指

定

年
月
日

株
式
会
社
カ
イ
ン

ド
ラ
イ
フ

岐
阜
市
月
ノ
会
町
一

丁
目
一
二
番
地

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

悠
ラ
イ

フ
大
垣

大
垣
市
禾
森
町
三
丁

目
二
一
〇
二
番
地
二

令
和�･�･�

合
同
会
社
Ｔ
ｈ
ｉ

ｎ
ｋ

Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

愛
知
県
名
古
屋
市
熱

田
区
六
野
一
―
二
―

二
一

ザ
・
ラ
イ
オ

ン
ズ
ミ
ッ
ド
キ
ャ
ピ

タ
ル
タ
ワ
ー
二
九
〇

二

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

Ｕ
ｐ

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
可
児

可
児
市
広
見
六
一
五

―
五

令
和�･�･�
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告

示



株
式
会
社
Ｓ
Ｌ
Ｃ

愛
知
県
一
宮
市
木
曽

川
町
黒
田
字
北
宿
二

の
切
七
二

訪
問
看
護

あ
さ

が
お

各
務
原
市
川
島
小
網

町
一
九
〇
〇
―
七
五

フ
ィ
ア
ス
小
網
二

〇
八
号
室

同

岐
阜
県
告
示
第
三
百
八
十
一
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生

活
保
護
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
を
廃
止
し

た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並

び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第

四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

名

称

所

在

地

廃

止

年

月

日

医
療
法
人

福
寿
会
石
井

医
院

郡
上
市
白
鳥
町
白
鳥
四
〇
五

令
和

四
・

四
・
一
〇

東
濃
ク
リ
ニ
ッ
ク

瑞
浪
市
松
ケ
瀬
町
二
―
五
七
―
一

令
和

六
・

四
・
三
〇

船

坂

薬

局

高
山
市
国
府
町
広
瀬
町
九
三
六

令
和

六
・

五
・
一
五

柴

崎

内

科

各
務
原
市
那
加
柄
山
町
一
〇
三
―
五

令
和

六
・

五
・
三
一

高

橋

歯

科

医

院

安
八
郡
神
戸
町
神
戸
四
三
六
―
一

同

山�
眼

科

医

院

高
山
市
石
浦
町
六
―
三
八
―
一

令
和

六
・

六
・
三
〇

ラ
イ
ン
調
剤
薬
局
倉
知
店

関
市
倉
知
八
三
〇
番

同

ユ
ニ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
ア
ル

エ
ン
ト
薬
局

大
垣
市
大
井
二
丁
目
四
四
―
五

同

株
式
会
社
中
部
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス

イ
マ
オ
調

剤
薬
局

海
津
市
平
田
町
今
尾
七
九
九
―
六

同

平

田

調

剤

薬

局

海
津
市
平
田
町
幡
長
五
六
六
番
地

同

サ
ン
調
剤
薬
局

脛
永
店

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
脛
永
二
五
七
五
―
二

同

粕

川

調

剤

薬

局

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
黒
田
四
四
二

同

ク
オ
ー
ル
薬
局

恵
那
武

並
店

恵
那
市
武
並
町
竹
折
一
〇
八
七
―
一

令
和

六
・

七
・

九

岐
阜
県
告
示
第
三
百
八
十
二
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生

活
保
護
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
次
の
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等
か
ら
そ
の
名
称
及
び
所
在
地

を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国

の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

訪
問
看
護
事
業
者

等
の
名
称

訪
問
看
護
事
業
者
等

の
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
等
の
名
称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
等
の
所
在
地

変

更

年
月
日

社
会
福
祉
法
人
和

光
会

岐
阜
市
寺
田
七
丁
目

九
五
番
地

新

訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

和
光

北
方

旧

訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

北
方

新

本
巣
郡
北
方
町

柱
本
三
丁
目
九

〇
番
地

メ
デ

ィ
コ
ー
ト
北
方

二
階

旧

本
巣
郡
北
方
町

柱
本
三
丁
目
九

〇
番
地

フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ー
ト

北
方
二
階

令
和�･�･�
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岐
阜
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残

留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条

第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
次
の
指

定
介
護
機
関
か
ら
そ
の
名
称
等
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中

岐
阜
県
告
示
第
三
百
八
十
四
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
五
条
第
一
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
を

担
当
さ
せ
る
機
関
と
し
て
次
の
も
の
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留
邦
人

等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条

の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法

第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

氏

名

施
術
所
等
の
名
称

施
術
所
の
所
在
地
又
は
施
術
者
の
住
所

指

定

年
月
日

�
田

奈

々

な
ご
み
。
鍼�
整
骨

院

各
務
原
市
那
加
新
那
加
町
五
―
一

令
和�･�･�

伊

藤

考

道

た
か
す
治
療
院

海
津
市
海
津
町
高
須
町
八
三
七
番
地
一

令
和�･�･��

後

藤

康

仁

み
の
り
鍼�
マ
ッ
サ

ー
ジ
院

瑞
穂
市
祖
父
江
四
六
―
一
二

ア
イ
ボ

リ
ー
シ
ャ
ト
ー
一
〇
二

令
和�･�･��

後

藤

康

仁

み
の
り
鍼�
マ
ッ
サ

ー
ジ
院

恵
那
院

恵
那
市
山
岡
町
馬
場
山
田
六
二
七
―
一

五

同

森

田

将

光

も
り
た
鍼�
接
骨
院

不
破
郡
垂
井
町
表
佐
一
五
九
番
地
の
三

令
和�･�･�
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居
宅
介
護
事
業
者
等
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
者
等
の
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地

サ
ー
ビ
ス

の
種
類

居
宅
介
護
事
業
所
等
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
所
等
の
所

在
地

変

更

年

月

日

新

お
お
が
き
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ

ア
株
式
会
社

旧

株
式
会
社
ゲ
ン
キ

新

大
垣
市
和
合
新
町
一

丁
目
八
九
番
地

中

村
第
五
ビ
ル

一
〇

一
号
室

旧

大
垣
市
和
合
新
開
町

一
二
四
七
番
地
六

訪
問
看
護

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

も

り
も
り

大
垣
市
和
合
新
町
一
丁
目

八
九
番
地

令
和

六
・

八
・

一

同

同

同

同

介
護
予
防

訪
問
看
護

同

同

同



岐
阜
県
告
示
第
三
百
八
十
五
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
十
条
の
二
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四

項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
次
の
指
定
施

術
機
関
か
ら
そ
の
所
在
地
等
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国

残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自

立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第

五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

氏

名

施
術
所
等
の
名
称

施
術
所
の
所
在
地
又
は
施
術
者
の
住
所

変

更

年
月
日

船

坂

昭

宏

新

ふ
な
鍼�
整
骨

院

旧

ふ
な
整
骨
院

羽
島
郡
岐
南
町
徳
田
三
丁
目
二
七
―
四

令
和�･�･��

岐
阜
県
告
示
第
三
百
八
十
六
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

課
及
び
岐
阜
県
岐
阜
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
三
百
八
十
七
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

課
及
び
岐
阜
県
岐
阜
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

○
正

誤

(
原
稿
誤
り)

平
成
三
十
年
九
月
二
十
八
日
号
外
一�
岐
阜
県
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
四
六
頁
の
表
中

｢
｢は

の
、

｣
｣
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道
路
の
種
類

路
線
名

区

間

区
域
変
更
前
後
別

敷
地
の
幅

員(

メ
ー
ト

ル)

延

長

(

メ
ー
ト

ル)

備

考

教
育
委
員
会

県
道

道
路
の
種
類 県

道

岐

阜

巣

南
線

大

野

路
線
名

長

森

各
務
原
線

瑞
穂
市
美
江
寺
字
中
島
八
一

一
番
一
地
先
か
ら

同

市
田
之
上
字
坂
巻
一
五

一
番
一
地
先
ま
で

区

間

岐
阜
市
野
一
色
七
丁
目
一
五

番
八
地
先
か
ら

同

市
琴
塚
二
丁
目
七
番
一

六
地
先
ま
で

2,789
教
育
委
員
会 後 前 区

域
変
更
前
後
別 後 前�･�〜��･� �･�〜��･� 敷

地
の
幅

員(

メ
ー
ト

ル) ��･�〜��･� ��･�〜��･�1,462 ��･� ��･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル) ��･� ��･�
県
道
曽

井
中
島

美
江
寺

大
垣
線

と
重
用

備

考



｢
｢は

の
誤
り
。

｣
｣

(

原
稿
誤
り)

令
和
元
年
九
月
三
十
日
号
外
一�
岐
阜
県
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
四
六
頁
の
表
中

｢
｢は

の
、

｣
｣

｢
｢は

の
誤
り
。

｣
｣
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合
計

教
育
委
員
会

合
計

6,067

2,876

5,885

合
計

教
育
委
員
会

合
計

4,685

1,494

4,558
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令
和
六
年
九
月
二
十
七
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社


